
がみられ, Rayanはによる検定では,帝Jilのそれぞれ

が鈍汗に対 しすべて有意差 (P<0.05)を示 し,刺敵l

および2がそれぞれ刺釈3に対 し†)一意7L.(Plo.05)杏

示 した｡

考案 LiJnl.r'JEl.Jlfほ れたニホン1)'Jレか.2sccfiりの宵

JLl批示.叫 ､うことで代&されるようIJ:粗iられた'人的集件

-ドでさえも,このようなt.I.淡 を示 したことは.llLr･外 この

ニホンIT'ルのTT･7:,'の分析に旅 して,SPRを代滋とした

村i神/lPI'/;'･的JJ'はのIJ一助1'L.を示 している｡また,根れを
止こLm ､SPRのn然な湧碓刺激として,ニホンザル

のTT･)hTのもつ†J●AJ'lを'示している｡

ニホ ンザル足底汗腺の ATPase活性 Ⅰ

杉IhlJi:八郎 (名了ll人 ･択 ･1生耶)

援倉石]t実 (I..I;･:艮研)

は じ め に

fr一脈の鮒胞 トレベルでの研究は)'t汗鋭敏を附リけ るに
あたり?ほ れる研究分野である｡一.Tこじ籾の手′湛および)i

JL丈の cccI･ine脱はヒト 働 休部の eccrinc 脱とはば同

様であるので (伊胤 1968).分泌と再吸収経机を析明

するためニホンザル,rLl丘皮屑より/分離 した汗腺について

ATPase清作を測定した｡

材料および実験方法

ニホンザル adultをケタラ-ル 0.1JrL/l･g筋注麻酔絞

11改良JPT5JrJrltJ切 り取り0.25M sucrose.1mM EDTA

附則 )にて -20oCに保Il'･, lJl<'肺組払拭iEこ後2rl以内に

父験をhなった｡ sweatgland c0-日 の分離は組織を

sliceL0.25M sucro～eJmM EDTA 7Ti.今む水冷(､ii披

第 1図 単離 した sweatgland coilと distal

duct(10×】5)oA:secretoI･yPOrtionとproximal
ductの移行部. secretoryportionは ductの l.I,.;那

広い｡ B:proximalductと distalduclの移行部｡

rllで60倍の双眼顕微鏡下にて行なった｡汗腺の判別は布

易であり,且つ SWeatglandcoilと dlStalductの区

別もlHJ.火た (第 1図)｡ 採媒 した sweatglandcoLlは

0.25M sucrose,1mM EDTA IRlE溶液中にて glass

llOnlOgCnizerを用い一定の speedで5秒間 homoge-

n'LZC した｡ATPase活化は,反応液の最終組成を 1mM

AT3'lP.2mM MgC12. 100mM NaCl,10mM KCl,

100mM sucrose,I.5よぴ 20mM γris-HClburrer (pH

7.4),をrIむ批合池1■Eに homogcnaLcs0.1JIEを加えた

ものとし,370CのiLl浴巾で側n:した｡60分放心綾300/.

coldTCAo2hylを加え奴応を止め,ただちに水冷 卜で

ろ過.11後 Martin･DoLyのjJlfムで/lj'F'された 32PlをFi
瓜こ液より/分離 し,その0.5析Jを取 り gas flow counLCr

にて 32PJ品を測定 した｡対照として homogcnatcsの

かわりに滑†/ko.1耕CをJllいた｡MgATPasc打汁1.は上uLl

仙 L-t液IIlに10-4TM ouabainを加え同様の父験畑作を行

なって測定 した｡Na･KATPase活†′とは totalATPase

Li.T,･tlより MgATPasci.T.･叶を差 し引いてII目した｡矧LI

a.は homogenates0.1JrEを比い, Lowryは (Lowl-y

eLa1.,1951)に従い測止.終ATPasei.T汁I.は 】1M/gland

coil/hl･及び M/Agproteinhrで示 した｡

結 果

Na-KATPaseT.T汁1.1'･よぴMgATPasci.州.は卯1歳

第 1表 sweaLglandcoilの ATPaseI.T,t'L

N:'JJ的例 '曳

Mcan士SE. Mcan土S.1;. Pcr
(nM/gland-hl1 (M/kg･proL.hl.I cent

Total
ATPase ユ1.68土5.13
activlty

Na･K
ATPase 5.76士2.85
activIty

Mg
ATPase 5.96j=2.14
aCいvlty

6.02土0.98 100 8

3.13士1,00 52 8

2.91士1.37 48 8

に示す｡これはSatoら (1971)の伯, 即ち5.25土0.83

nM/kgpro一e)∩/hr(2.92-ll.90).3.55土0.21nM/kg

pt･otein/hr(2.56-4.84)に比 し低伯であったが.1mM

AT32P を使ったこと (Sa10らは3mM)に基づく差で

あるLLJ.ll､われ7, swcalglandcoilの重自足は3.0-

5.5Tでf･JJJ1.8-は0.30Tであり sweatglandcoil一個

当りの胡rIT.'.(X)と Na･KATPase活性の絶対-JTiii(Y)
とのHHfこは Y 8.SOX-10.64(r-0.75)で近似される

関係があった｡

考 察

一触にir-は分泌節で組織液 とはば等 しい Na浪度の
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precursorsweatが生産され (Schulzeta1.,1969).

これが排柑哲を通過する問にNa'が市吸収され低張性

の汀になる｡Fosterら (1971)は乳児糊より.Rlrr)nに

過するnT)に広大発汗塁は4倍に増加することを示してお

り.また Takayama(1954)はその間にmeangland

sizcが4倍になることを報告している｡従ってここに示

した紙札 即ち sweatglandcoilの軌二lmと Na･K

ATPase活性が比例関係にあるということは,汗腺が大

きい程汗腺の粍胎が良いことを示すものである｡

木実験遂行にあたりと助力をいただいた生耶学教窮の

措飼助教授と長谷川,揃村雨助手,ど指印と校閲をいた

だいた堀口教授に深謝いたします｡
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設定課題 d.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

PezLnlltgettingBituation下でみられた

レ 行動特性の群れ問の比較

乗越暗司 (大阪市大 ･斑 ･生物)

日 的

ニホンザルの偶肘'Lの研究はヒトのバーソナ])ティと

の関連からみても琉Rrtな問RZiである机 まだ未mWi域と

して残されている｡叩:-Kはその研究の卯1少として.野
生ニホンザル群において,次のようなテストを試みた｡

各個体のおかれているさまざまな社会的地位のちがい

にもとすいて,サルたちはそれぞれ独自の,一定の行動

様式のあり方のちかいをもっている (これは伊谷(1957)

の云うステイタス･パーソナ])ティに近いものと考え

る)｡そしてそれらの行動杖式のあり方のちがいは,あ

る適当なテスト状況をサルに与えることによって,その

テスト刺激に対する反応から求められた各個休の行動特

性に投映させることが可能であろう｡そこでその行動特

他を求めることにより,社会的地位のちかいによってお

こる行動様式のあり方のちかいを考えることにする｡ま

たそれを群れrlqで比校することにより.社会稲造のちが

いにもとすく行動様式のあり方のちかいを考えることに

する｡

方 法

ピーナツをサルに提示しながら,だんだん刺激が強く

なるような6段階 (Tl～T4.T4′およびT5)のテスト

状況を設定し,その一連のTl～T5のテストに対するサ

ルたちの反応を記録した (Norikoshi,1971参照)｡ 1伺

体当りのテスト回数は原則として6回行なった｡テスト

即は官ETu郡 (そのうちオトナオス12頭,メス28qIをテス

ト),比山A群 (オス10頭,メス59頭テスト)である｡

テスト糊WはIu花期が終わり.交Fa糊が始まらない時
m.官Lnでは8月1円～8月15日.以山群では9月20日

-10月15日の問である｡

記録された反応は 1)aggressive反応 (A反応),

2)defensive反応 (D反応)および 3)negative反

応 (N反応)の三種類である｡N反応とはピーナツの提

示に対して,｢ピーナツをとりに手を[目さない｣,｢よこ
をむく｣.および ｢さしだした手をはらいのけ,おしも

どす｣などの反応である｡

結 果

1.Tl～TSの各situationごとの反応のおこり方を比

較するために,延べテスト何故に対するそれぞれの反応

がおこった何故の刊合を求めた (̂i171.2図)｡A反応.

D反応ともTlからT古へ行くにしたがい放応の割合は増

加する｡しかしN反瓜まT4'が瓜大となり.TSではむし

ろ音読少している｡

l≠)

k山･A叫

一･.-･t一叫

T. T■ T■ T+ TJ Tf

第1図 メスのA反応.D反応およびN反応｡

▼･ ▼■ ▼■ T◆T( ▼●
第2図 オスのA反応.D反応およびN反応｡
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